






A研究目的:

　新生児の救命と健全育成とをはかるためには,未熟児およびその他の危急新

生児に対して集中強化医療を行うことが最も効果的な方法と考えられる。

　近年,未熟児および新生児医療は明らかな改善のあとが認められるが,酸素治

療ひとつを取り上げてみても,酸素の不足は死亡や脳障害の危険を,反対に過剰

は未熱児網膜症発生の危険を内臓し,如何にして適正な酸素治療を行うべきか

という点には大きな問題がある。

　また,全国的視野で見れば,総ての危急新生児が,均等に近代医療の恩恵に浴

しているとは言い難い。このような不均衡を是正するためには,統一的な未熟

児管理基準を設定することが急務と考えられる。


